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洛和会音羽病院の概要 

 一般病棟：429床 
  ICU/CCU：12床、SCU：9床、救命救急病棟：32床 

 地域包括ケア病棟：59床 
 認知症治療病棟：60床  計548床 

所在地 
〒607-8062 京都市山科区音羽珍事町2 



• 洛和会音羽病院内 研修フロアの活用 

• Skills Lab. Roomを常設 

• 特定行為研修 受講生 兼 特定看護師のための
控室を完備 

• その他の教育環境 

– タブレット端末の貸与、WiFi / Internet接続環境 など 

研修施設について 



院内研修フロア 



Skills Lab. Room 

その他のシミュレータ 
前立腺触診モデル 乳房触診モデル 眼底診察モデル 耳診察モデル 
気管挿管モデル  DAMモデル  PICCモデル  CVCモデル 
ルンバールモデル BLS・ACLSシミュレータ 等   ※いずれも医学教育センターと共有 

フィジカルアセスメントモデル 心音・呼吸音シミュレータ 医療面接用 模擬病室 



受講生・修了生の控室① 



受講生・修了生の控室② 
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ユニフォームの変更 

特定看護師会の開催 

手当の支給 

院内周知 

職務規程・規則の策定 

教育、研究、実践活動 

継続研修の企画・実施 

修了後臨床研修 

スキルアップ研修 

研修修了後の支援 
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1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 

3. 呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 

4. 動脈血液ガス分析関連（2018年開講予定） 

5. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

6. 循環動態に係る薬剤投与関連 

7. 血糖コントロールに係る薬剤投与関連  

8. 術後疼痛管理関連  

当院で受講が可能な特定行為区分 
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出願から修了までのプロセス* 
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*2017年度の研修実績に基づく（2017.8.31現在） 

研修期間：1年間 



共通科目(7科目、315時間)は放送大学で履修します。 
実習部分（24時間）については当院でスクーリングを行います。 

共通科目を学ぶ 

臨床病態生理学  45時間 
臨床推論   45時間 
フィジカルアセスメント 45時間 
臨床薬理学   45時間 
疾病・臨床病態概論 60時間 
医療安全学   30時間 
特定行為実践  45時間 

    計          315時間 
※24時間の実習時間を含む 

科目 Day1 Day2 Day3 Day4 
履修時間
計 

臨床推論 2 2 

フィジカルアセスメント 4 4 

医療安全学 2 2 4 

特定行為実践   4 4 6 14 

計 6 6 6 6 24 

スクーリングのスケジュール（案） 



区分別科目を学ぶ① 

1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連   22時間 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連  63時間 

3. 呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連  21時間 

4. 動脈血液ガス分析関連（2018年開講予定） 30時間 

5. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連  36時間 

6. 循環動態に係る薬剤投与関連    60時間 

7. 血糖コントロールに係る薬剤投与関連   36時間 

8. 術後疼痛管理関連       21時間 

麻酔科、総合内科、呼吸器内科、救急科、循環器科、糖尿病内科を中心に 

各診療科医師と特定看護師が講義・演習・実習を担当 



区分別科目を学ぶ② 

モデルコース 各コース内の区分別科目 時間数 

A. 基本ケア 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 計36時間 

B. 呼吸器管理 

1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 22 

計172時間 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 63 

3. 呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 21 

4. 動脈血液ガス分析関連 30 

5. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 

C. 心疾患・急性期管理 

1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 22 

計211時間 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 63 

3. 動脈血液ガス分析関連 30 

4. 循環動態に係る薬剤投与関連 60 

5. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 



区分別科目を学ぶ② 

モデルコース 各コース内の区分別科目 時間数 

D. 救急・集中管理 

1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 22 

計268時間 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 63 

3. 動脈血液ガス分析関連 30 

4. 循環動態に係る薬剤投与関連 60 

5. 血糖コントロールに係る薬剤投与関連 36 

6. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 

7. 術後疼痛管理関連 21 

E. 周術期管理 

1. 呼吸器（気道確保に係るもの）関連 22 

計172時間 

2. 呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 63 

3. 動脈血液ガス分析関連 30 

4. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 

5. 術後疼痛管理関連 21 



区分別科目を学ぶ② 

モデルコース 各コース内の区分別科目 時間数 

F. 慢性疾患管理：糖尿病管理 

1. 血糖コントロールに係る薬剤投与関連 36 

計  72時間 

2. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 

G. 慢性疾患管理：心不全管理 

3. 循環動態に係る薬剤投与関連 60 

計 96時間 
4. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 

F. 在宅ケア 

5. 呼吸器（長期呼吸療法に関わるもの）関連 21 

計 57時間 

6. 栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 36 



研修にかかる費用 

受験料 20,000円 

入学金 40,000円 ※放送大学入学金を含む 

施設使用料 20,000円 

受講料 

共通科目 99,000円 ※各自で手続き 

 区分別科目 ※認定料含む 41,500円～603,500円* 

合計 220,500円～782,500円* 
*当院で研修可能な1区分から8区分の研修料金を基に算出 

2018年4月からの開講にあわせ、各種助成制度の申請を準備中 
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次年度募集について 

出願期間：2017年9月18日～11月17日（金） 

募集人数：30名 

受験資格： 

日本国の看護師免許を有すること 

看護師としての実務経験を5年以上有すること 

区分別科目の受講については、選択コースに関連した看護実務経験
が3年以上あること 

所属施設においてチームリーダーもしくは管理代行能力があると第
三者が認めていること 



次年度募集について 

出願書類： 

洛和会音羽病院HPよりダウンロード→9月19日より配信開始 

 

記載見本を見ながら必要事項をご記入ください 

認定看護師、専門看護師課程等の合格者・修了者は選抜試験が
免除されます 

出願に関するお問合せは… 
洛和会音羽病院 教育研修室まで 

dtd-tokutei@rakuwa.or.jp 

洛和会音羽病院 特定行為研修 Click! 



特定行為研修の受講を希望する 
皆様のご期待に沿えるよう 

関係者一丸となって体制整備に努めております 

より多くの方々の出願を 
心よりお待ちしております 

ご不明な点があれば遠慮なく 
教育研修室までお問合せください 


